
様式１

3 年度 事務事業評価シート

（R2） 決算 （R3）
当初
予算

（R3） 決算 （R4）
当初
予算

→

次年度予算

（　　　）

今後の方向性（課題と対応）

事業を継続し、妊娠中から適切な健康管理を実施していく。

評
価
・
改
善

事務事業の目標に対する実績（設定した目標に対する取組と成果）

妊婦が定期的に妊婦健康診査や受けることやセミナーに参加することにより、安全な妊娠・出産に寄与した。また、不妊検査費、不妊治療費の助成により
経済的な面での支援を行った。

評価
今
後
の

方
向
性

事業の活動（回数、範囲など）

事業の実施方法

ー

課の年間人件費（概算） 146,089 ー 210,653 ー ー ー

業務割合 4% ー 4% ー ー

42,374

業務割合に基づく事業人件費 5,259 ー 7,583 ー ー ー

一般財源 34,265 39,702 34,790 42,374 42,374

内訳

国庫支出金 0 0 0 975 975 975

県支出金 517 700 1,179 700 700 700

0

その他特財 18 0 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0 0

ー ー ー
事業費 34,800 40,402 35,969 44,049 44,049 44,049

実
施

事務事業のコスト（単位：千円）

前年度 実施年度 実施年度 今年度 計画年度（見込）
備考

（R5）見込 （R6）見込

総事業費 40,059 ー 43,552 ー ー ー 【決算額の増減理由】

【当初予算に係る補正・流用・繰越等の有
無】
不妊治療費助成金の補正減あり。

【特定財源の名称】
県補助金：早期不妊検査・治療費助成事
業補助金
その他：マタニティセミナー参加者の一部
自己負担金

総事業費人口一人当たり（円） 605 ー 661

成果指標
実績値

目標値

13.5
活動指標

実績値 12.4

,

計
画

数値目標名 単位
前年度 実施年度 今年度 計画年度 将来目標

妊婦が妊婦健康診査を受診した回
数

回
目標値 12.5 12.5 12.5

指標
区分(R2) (R3) (R4) (R5) (R6) (R　　)

12.5

基本事業
指標

法令等
母子保健法16条、17条
北本市不妊治療費助成金交付要綱
北本市早期不妊検査費・不育症検査費助成金交付要綱

個別計画

目
的

妊娠を望む夫婦に対する必要な不妊検査費・不育症検査費、不妊治
療費の一部助成を行うことで、経済的な負担を軽減し、安心して妊
娠・出産に臨めるよう支援する。
また、妊娠期を安心、安全に過ごし、健康管理を行うことで、健やかな
出産、育児に繋げる。

内
容

不妊検査費・不育症検査費助成金交付
不妊治療費助成金交付
母子健康手帳交付
妊婦健康診査事業
妊婦家庭訪問
プレママセミナー
プレママ・プレパパセミナー対象者

令和 部名 健康推進部 課名 健康づくり課

概
要

事務事業名 母子保健・妊産婦事業
課長名 小池　智子 課直通電話

まち・ひと・しごと
創生総合戦略の位置付け

基本目標
と

施策
Ⅱ 若い世代の出産・子育ての希望をかなえる １ 妊娠・出産・育児・子ども医療の総合的な支援

根拠

５９４－５５４４

課における業務割合 3.6%

第五次総合振興計画
前期基本計画の位置付け

施策 2-2 保健・医療の充実 主な基本事業
1-2-1 妊娠・出産に関する保健・医療の充実

【重点】

企業 団体 議会市民

継続
終了

拡大 縮小 現状維持
改善効率化 現状維持 その他

増額 減額 現状維持

職員


